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 公益法人になって、早三年が経ちました会員ではな
い、企業や一般の人たちに当協会が行っている活動

をもっともっと知ってもらうためには、どうしたら

いいのだろうか？ 

 その一歩として、ホームページを新しくしようと

いうご意見から、まずはホームページを見やすくす

る計画が進んでいます。 

 皆さん！是非クリックしてみてください。 

施設見学会、まちづくり研究会、エコ小の提案、そ

してインバウンドに対するサインの提案など様々な

情報が詰まっています。 

 当協会の会員の方々は、皆さん日常の業務が本当に

お忙しい中にあっても、各委員会へ積極的に参加さ

れています。業界を超えた意見交換と交流から新し

い提言、そして新しい商品づくりが生まれています。 

私はその情報を基に広報委員会として発信する担当

を１８年させていただいております。 

 季刊情報誌「観光施設」では、目玉であるホテルレ

ストランショーの報告や、観光施設に関係する報告

や提案、最近では川村眞兄さんが新入社員の時から

関係されたホテルオークラ本館のデザインをめぐる

寄稿が掲載され話題になっております。エコ小Ｑ＆

Ａや佐野桃子さんの観光インタビュー、そして佐藤

睦雄さんのサインポストはいつも楽しみですね。 

 

 

 いろいろなジャンルから寄稿していただいている

皆様方にこの場をお借りして御礼申し上げます。そ

して、広告にご協力いただいております企業様に感

謝申し上げます。 

 現在会員企業様に広告料と企業ＰＲをセットにし

た寄稿を提案させていただいております。 

是非、ご検討いただければと存じます。また、気軽

にご参加いただけますホワイトボードへの投稿もお

待ちしております。 

 さて過日、観光庁へ当協会の活動を報告し、その公

益的な価値を理解していただきました。 

また、（仮称）ブランド観光地域の評価手法について

お話を伺ってまいりました。地域側の取り組み状態

として「１．ブランド価値 ２．ブランド価値の提

供 ３．ブランド管理 ４．訪問者の評価」が要件

として取り上げられています。その中には当協会が

取り組んでいる景観や資源、宿泊施設の魅力向上な

ど、項目のマッチする内容が数多くありました。  

これからは更に、観光庁へ取り組みを理解していた

だくために、観光庁の開催する委員会へ参画するこ

とを計画してみたいと思います。国のお墨付きが得

られることで、会員企業の方々に、より一層メリッ

トを感じていただき、ますます公益的な活動を拡大

していきたいと考えております 

 皆様のご協力よろしくお願い申し上げます。

       技術委員会の活動状況と今後の予定 
  

すでにご案内のとおり、共通価値の創造 CSV（Creating Shared Value）の考え方にならい正会員の皆様に

は協会の事業活動にも全員支援参加いただき内容の充実を図っていきたいと思います。参加していただくのは

技術委員会統括の以下３分科会・１委員会です。 

皆様と一緒にこれらの活動を活性化していきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

  ①旅館観光地分科会 

   １．上高地・乗鞍・白骨・沢渡・槍穂高が連携する《アルプス山岳郷》活動への参加 

   ２．「滞在して楽しい観光地づくり」を基軸としたセミナー・見学会 

   ３．まちづくり系・観光系大学との連携 

  ②ホテル都市分科会 

   １．美しく蓄え（美畜）、防災と里山の再生に貢献し環境と共生する「観光木道」の研究 

   ２．観光施設とＩＴ化（安心・安全の非難絵図の IT化を含む）の研究 

  ③インテリア分科会 

   １．「新しいインテリアに生かしたい伝統技術とデザイン」の研究 
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  ④エコ・小委員会 

   １．地域「エコ・小」活動：温泉旅館の設備の使い方を正し、社員全員の改善の意識から「エコ・ 

     小」で運営する活動。 

   ２．CSV 研究開発：設計・施工・メーカー３者が共同して社会に役立つ CSV 的研究開発。 

     2015 年 第 43 回 国際ホテル・レストラン・ショーが 2月 17 日(火)～20 日(金)に開催され、 

     昨年より 3,200 名程多い約 54,700 名の来場者を得て、盛況裡に終えることができました。 

 

 

建築部会の活動状況とこれからの予定 
           建築部会長 崎山 茂 
 本年から森 一朗前副会長の後を受け建築部会長

に就任いたしました。これまでの活動の通り、最新

のホテルや関連する施設の見学会等の企画を行い、

最近では6月にはホテルグレイスリー新宿(ゴジラの

いるホテル)の見学会を行い、幅広い参加と好評を得

ました。この号が出る頃には「としまエコミューゼ

タウン」の見学会が行われる予定です。 

 今後も引き続き、同様の見学会やセミナーの企画

と共に、情報根幹の場としての建築部会の活動を進

めてまいります。それと同時に、他の部会、分科会

と異なる建築部会としての活動を模索していきたい

と考えています。よろしくお願いいたします。 

設備部会の活動状況とこれからの予定 
設備部会長 小川正晃 

 設備部会は所属する会員の交流と部活動の活性化
を図る目的で設備部会交流部会ワーキング・グルー

プ(WG）を 3回開催する予定です。テーマは現在協会

が取り組んでいるエコ小活動で得られた、旅館・ホ

テルの設備上の課題を共有して全員で検討する場を

持ち、対応策を提案することで、旅館・ホテル経営

者との関係からそれぞれの業務に貢献できる環境が

生まれる、そんな年にしたいと思います。 

 また会員の関心のある施設を見学し、会員相互の

親睦を深める目的で施設見学会を開催しています。

今年度 1回目の見学会を 7月 10日に実施し好評でし

た。2 回目の見学会は 11 月 16 日に予定しています。

ホテレスへの活動も行う予定です。 

 今後の活動は下記を予定しています。 

H27.9.7  : 第 2回設備部会交流部会開催 

H27.11.16：第 2回施設見学会（オリエンタルホテル 

      東京ベイにおける省エネルギ対策) 

H28.1.26： 第 3回設備部会交流部会開催 

インテリア部会の活動状況とこれからの予定 
インテリア部会長 寺本昌志 

 今年度も部会活動を始めるにあたり四つのグルー

プの会員の皆様がグループの活動に積極的に参加し

ていただくよう、またメンバーへの連絡漏れ等が無

いように名簿更新の作業を行い活動に入りました。

各グループの活動状況としては、『セミナー』グル

ープでは 11 月にセミナーを予定しており、内容につ

いてはデジタルアートを中心に、活動されている 

チームラボ株式会社の猪子寿之社長にお話頂く予定

です。『施設見学』グループでは現在、今年度見学

できそうな観光関連施設を数か所ピックアップして

おり、その調整作業を行っており、同様に『企業見

学』グループでも今年度照会できそうな企業の選定

作業を行っています。 

 また『新情報発信』グループでは 8月 25 日に『映

像技術の最前線』と題し、当協会会員企業である株

式会社システムエンジニアリング開発営業部佐藤部

長よりお話を頂き盛会に終わりました。今年度後半

もさらに協会活動を盛上げる為、良い企画を考え、

会員皆様の良い交流が生まれますよう励んで参りた

いと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致

します。 

第 44回国際ホテル・レストラン・ショー予告 

 開催 場所：東京ビッグサイト 
     期間：2016年2月16日（火）～19日（金） 

      ホテレス実行委員会 委員長 浅野一行 
 前回のホテレスショーで、当協会が担当したホス

ピタリティデザインのセミナーが大変好評を博した

め、今年度は、「ホスピタリティデザイン東京」と

銘打った特別展示とセミナーのエリアに拡大されま

す。当協会は、そこに出展し、例年通りの協会ブー

ス（展示＆セミナー）に加え、「ホスピタリティデ

ザインセミナー」の多くを主催します。 

 協会ブースについての総合テーマは、昨年同様 

「日本のこころ」です。オリンピック・パラリンピ

ックの開催にむけて、観光資源としての日本の文

化・歴史の再評価を続けていこうと、しばらくは  

不変のテーマとすることにしました。 

 今年から協会ブースは技術委員会の 4 つのチーム

（旅館観光地分科会、ホテル都市分科会、インテリ

ア分科会、エコ・小委員会）が、個別テーマを掲げ

てブースを構え、展示とセミナーを行うことになり

ます。 

 次に、「ホスピタリティデザインセミナー」の主

催ですが、今回もホテル・旅館の最新事例紹介を中

心にホットな話題を取り上げます。その際、施主・

設計者・メーカー等色々な立場の方々に登場して頂

き、様々な角度から事例を紹介すると同時に、そこ

で取り上げられた商品を、即展示ブースで確認でき

るレクチャー＆エキシビジョンの出展をお勧めしま

す。 

 



忘年交歓会セミナーへのお誘い     
事業委員長 岡野正人 

 事業委員会の担当するメインイベントが、6月の総

会関連セミナー及び交歓会と12月の忘年交歓会です。 

6 月の渋谷駅周辺大規模開発のセミナーについては、

既にご報告しましたが、今年の 12月 2 日には、ホテ

ルメトロポリタンエドモントにて、忘年交歓会が行

われます。その際のセミナーは、JR 山手線の品川駅

と田町駅の間に話題の新駅が完成しますが、その新

駅周辺の大規模再開発をJR東日本の開発担当部長様

にお話し頂く予定です。 

 とても興味深いテーマです、乞うご期待！  

 

☆ 新入会員紹介 ☆（入会順） 

[ﾒｰｶｰ] ㈱弘 和 
(代表者)代表取締役社長   (担当者)総務部 部長 

    羽 生 博 明        関 錬太郎 
〒115-0051 東京都北区浮間 4-12-19 

      TEL03-3960-7737 FAX03-3960-7732 

営業内容：カーテンの縫製業 室内装飾請負業 

[個人] 松 本 健 一  
〒262-0019 千葉県千葉市花見川区朝日ヶ丘 1-5-37 

      TEL043-275-2848 

P 第１０５回ゴルフ会 ご案内P 
 恒例の国際観光施設協会の秋のゴルフコンペを 

下記のとおり開催致します。 

日  時 ： 平成２６年１１月２６日 (木)   

コース ： 泉カントリー倶楽部（千葉県印西市）  

プレイ費 ： 約１３，５００円 

     （キャディ付・昼食別）各自精算 

会 費 ： ４，０００円 

 コンペ終了後は表彰式と懇親会、賞品も多数用意

しております。会員の皆様の親睦の場として、お誘

いあわせのうえ、多くの参加をお待ちしております。 

 

©編集後記© 
 皆様ご承知の通り１０月８日，共通価値の創造 

（ＣＳＶ）を目標とするミーティングが開催されま

す。国際観光振興に技術で貢献できる唯一の公益社

団法人として実施する事業が、今まで以上に会員各

社の事業にも貢献できるとすれば、こんなに素晴ら

しいことは無いと思います。そのための意見交換が

出来る機会でありますので、全員で参加し、意思の

疎通を図ってまいりたいと思います。   Ｙ．Ｋ 
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